
項　目 内　容
名称 クズ　[英]Kudzu vine、Japanese arrowroot　[学名]Pueraria lobata (Wild.)

Ohwi、Pueraria montana (Lour.) Merr.など

概要 クズは、東アジアなどに分布するマメ科のつる性多年草。変種にタイワンクズ
(Pueraria lobata (Willd.) Ohwi var. montana (Lour.) Maesen) 、亜種にシナクズ
(Pueraria lobata (Willd.) Ohwi subsp. thomsonii (Benth.) H.Ohashi et
Tateishi) などがあり、クズと同等に扱われることがあるが、第十七改正日本薬局方
ではクズとタイワンクズが別項として取り扱われている。クズの周皮を除いた根
(カッコン) を他の生薬成分と配合した葛根湯が発汗、解熱、消炎などに利用されて
いる。クズの根から分離したでんぷんは、葛粉として調理、製菓に用いられる。

法規・制度 ■食薬区分
・カッコン (クズ) 根：「専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料) 」に該当
する。
・種子、葉、花、クズ澱粉、蔓：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と
判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■日本薬局方
・カッコンが収載されている。

■食品添加物

・天然⾹料基原物質リスト
クズが収載されている。

■特定保健⽤⾷品
・葛の花エキスを関与成分とし「体脂肪が気になる⽅に適する」保健⽤途が表⽰で
きる特定保健⽤⾷品が許可されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・根にはでん粉10〜14％のほか、イソフラボン誘導体ダイズイン (daidzin) 、ダイ
ゼイン (daidzein) 、プエラリン (puerarin) などを含む。
・初夏と冬期に採集したクズ各12株の根を⽤い、フラボノイド類 (プエラリン、ダ
イズイン) 、デンプン含量を⽐較したところ、採集時期による違いは⾒られなかっ
た (2003088322) 。

分析法 ・daidzin、daidzein、puerainが紫外可視検出器 (検出波⻑254 nm) を装着した
HPLCにより分析されている (PMID:6737221) 。イソフラボン類がフォトダイオー
ドアレイ検出器 (検出波⻑205〜400、262 nm) 、MS/MSを装着したHPLCにより
分析されている (PMID:12848487) 。
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RCT
・冠動脈疾患患者100名 (試験群50名、平均58.1±7.8歳、香港) を対象とした二重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、タンジン：クズを7：3で配合した製品を
3 g/日、24週間摂取させたところ、血管内皮機能 (FMD) の増加が認められたが、
内膜中膜複合体厚 (IMT) 、ニトログリセリン投与後の血管拡張、収縮期および拡張
期血圧、血中脂質濃度 (TC、LDL-C、HDL-C、TG) 、炎症マーカー (sICAM-1、
sVCAM-1、E-セレクチン、高感度CRP) に影響は認められなかった
(PMID:19388864) 。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 RCT
・過体重の成人97名 (試験群50名、平均46.3±10.0歳、日本) を対象とした二重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、クズ (Pueraria thomsonii) の花抽出物 (フ
ラボノイド34.9 mg/日含有) を含む飲料を12週間摂取させたところ、体重、BMI、
ウエスト径、腹部脂肪面積の減少が認められたが、ヒップ径、血中脂質 (TG、TC、
LDL-C、HDL-Cなど) 、血中ホルモン濃度 (レプチン、アディポネクチン) に影響は
認められなかった (2013085267) 。
・過体重または肥満の成人81名 (日本) を対象とした二重盲検無作為化プラセボ対
照試験において、クズ (Pueraria thomsonii) の花抽出物を300 mg/日 (28名、平
均43.4±7.8歳) または200 mg/日 (28名、44.2±7.5歳) 、12週間摂取させたとこ
ろ、300 mg/日摂取群でのみ内臓脂肪面積減少、BMI低下が認められたが、皮下脂

肪⾯積、ウエスト径、ヒップ径、⾎中脂質 (TG、TC、LDL-C、HDL-C) 、空腹時⾎
糖値、HbA1c、レプチン、アディポネクチンに影響は認められなかった
(PMID:22878195) 。
・BMI30未満の成⼈29名 (試験群14名、平均47.7±8.4歳、⽇本) を対象とした⼆
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、クズの花抽出物 (フラボノイド41.6
mg含有) 、緑茶エキス、澱粉分解物を含む顆粒 2.5 g x 3回/⽇ (フラボノイドとし
て124.8 mg/⽇) を4週間摂取させたところ、体重、BMI、ウエスト径、ヒップ周囲
径および⾎液検査値、内分泌学検査値、尿検査値に影響は認められなかった
(2013181262) 。
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その他 RCT
・健康な成人12名 (平均27.5±1.89歳、アメリカ) を対象とした二重盲検クロスオ
ーバープラセボ対照試験において、クズ抽出物 (総イソフラボン750 mg/日相当)
を9日間摂取させ、8、9日目にアルコール (エタノール　0.35または0.7 g/kg) を
摂取させたところ、アルコール摂取による運動・認識障害の程度に影響は認められ
なかった (PMID:21244439) 。
・中程度の飲酒習慣のある成人10名 (平均28.5±6.84歳、アメリカ) を対象とした
二重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、クズ根抽出物 (総イ
ソフラボン750 mg/日) を9日間摂取させたところ、睡眠時間や睡眠の質に影響は
認められなかった (PMID:22010780) 。
・多量の飲酒習慣のある成人14名 (平均24.54±1.05歳、アメリカ) を対象とした
二重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、クズ由来プエラリン
1,000 mg×3回/日を1週間摂取させたところ、1時間半のドリンク自由摂取試験に
おける飲酒量および一口の摂取量の減少、ビール1缶摂取にかかる時間の延長が認め
られたが、アルコール摂取欲求に影響は認められなかった (PMID:15897719) 。
・多量の飲酒習慣のある成人10名 (平均25.8±3.2歳、アメリカ) を対象とした二重
盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、クズ由来プエラリン600
mg×2回/日を1週間摂取させたところ、1時間半のドリンク自由摂取試験における
飲酒量および一口の摂取量の減少、ビール1缶摂取にかかる時間の延長が認められた
が、アルコール摂取欲求、気分、睡眠に関する自己評価に影響は認められなかった
という予備的な報告がある (PMID:22578529) 。
・多量の飲酒習慣のある男性17名 (試験群10名、平均24.60±4.33歳、アメリカ)
を対象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、クズ根抽出物 (総イソ
フラボン250 mg含有) ×3回/日を4週間摂取させたところ、アルコール多量摂取頻
度の減少が認められたが、総アルコール摂取頻度、アルコール摂取欲求に影響は認
められなかった (PMID:23070022) 。
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